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景色を楽しみながら、無理をせず自分のペースでウォーキング（長島健康づくりすいせんウォーク）



歓迎式典後、全員で記念撮影

ど
も
た
ち
は
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

へ
、
大
人
た
ち
は
長
島
町
国
際
交

流
事
業
実
行
委
員
会
々
員
ら
と
の

歓
迎
晩
餐
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
14
日
は
、
子
ど
も
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
で
日
本
の
文
化
を
体
験
。
大
人

た
ち
は
、
町
内
の
小
学
校
や
ブ
リ

の
養
殖
場
、
風
車
の
工
事
現
場
な

ど
を
視
察
し
て
、
本
町
の
産
業
、

観
光
地
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
15
日
は
、
役
場
指
江

庁
舎
で
送
別
式
が
行
わ
れ
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
家
族
や
実

行
委
員
会
の
会
員
ら
が
大
勢
出
席

し
ま
し
た
。
式
で
金
会
長
は
「
言

葉
で
は
表
現
で
き
な
い
日
本
を
見

て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流

が
活
発
に
、
長
く
続
く
こ
と
を
祈

り
ま
す
」
と
こ
れ
か
ら
の
交
流
に

期
待
を
込
め
て
、
別
れ
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

訪
問
団
が
バ
ス
に
乗
り
込
む
前

に
は
別
れ
を
惜
し
み
、
握
手
を
し

た
り
、
抱
き
合
っ
た
り
し
て
再
会

を
誓
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
本
町
と
吉
祥
面

の
友
情
を
さ
ら
に
深
め
る
充
実
し

た
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

友情を確認、活発な交流を
韓国吉祥面から友好親善訪問団が、合併後初来町

↑小学校の設備に関心を示す訪問団↑針尾公園からの絶景を堪能↑別れを惜しみながらの見送り

　

本
町
と
姉
妹
盟
約
を
締
結
し
て

い
る
韓
国
吉
祥
面
の
友
好
親
善

訪
問
団
が
１
月
13
日
か
ら
15
日
ま

で
、
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
団
は
、
小
学
生
13
人
、
中

学
生
16
人
、
大
人
19
人
、
通
訳
２

人
の
計
50
人
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

視
察
、
晩
餐
会
な
ど
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

一
行
は
13
日
の
夕
方
に
本
町
入

り
。
さ
っ
そ
く
長
島
町
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
で
歓
迎
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
は
津
軽
三
味
線
で

幕
を
開
け
、
川
添
健
町
長
が
「
昨

夏
、
訪
問
し
た
際
は
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
長
島
町
は
合
併

し
て
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
新
し

く
な
っ
た
町
を
堪
能
し
て
く
だ
さ

い
」
と
歓
迎
。
金
洪
中
吉
祥
面
民

間
交
流
協
議
会
長
が
「
日
本
の
良

い
と
こ
ろ
を
熱
心
に
学
び
、
友
情

を
深
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
姉
妹
盟
約
を
締

結
し
た
当
時
の
旧
長
島
町
長
で
あ

る
平
下
英
治
氏
が
、
こ
れ
ま
で
の

友
好
親
善
交
流
の
思
い
出
を
紹
介

し
、
こ
の
交
流
を
継
続
し
て
き
た

旧
長
島
町
長
の
島
崎
親
雄
氏
に
金

会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
式
典
終
了
後
、
吉
祥
面
の
子
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１
月
４
日
、
長
島
町
の
新

成
人
１
８
０
人
を
対
象
に
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
長
島
町
文
化
ホ
ー

ル
に
は
、
晴
れ
着
姿
に
身
を

包
ん
だ
１
５
０
人
が
集
い
、

旧
友
を
見
つ
け
て
は
歓
喜
の

声
を
あ
げ
た
り
抱
き
合
っ
た

り
す
る
新
成
人
た
ち
の
笑
顔

で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
川
添
健
町
長

か
ら
「
こ
れ
か
ら
は
自
ら
の

判
断
と
責
任
に
お
い
て
行
動

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
き
る
目
標
を
決
め
て
、
喜

び
や
感
動
の
あ
る
人
生
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
、
多
く
の

人
か
ら
の
祝
福
と
激
励
の
言

葉
を
受
け
ま
し
た
。
新
成
人

を
代
表
し
て
山
道
侑
史
さ
ん

（
白
瀬
）
は
「
今
日
の
感
激

を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
生
か

し
、
名
実
と
も
に
成
人
と
な

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力

強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
若

者
と
し
て
の
決
意
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
お
祝
い
行

事
で
は
、
城
川
内
小
学
校
４

年
生
（
半
成
人
）
が
太
鼓
を

演
奏
し
、
各
中
学
校
の
思
い

出
の
ア
ル
バ
ム
を
上
映
し
、

20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。

①②

④⑤⑥ ③

①あどけなさが残る新成人たちが記念撮影　②色とりどりの振袖姿
と笑顔が輝く　③新成人としての誓いの言葉を述べる　④町から新
成人へ記念品を授与　⑤新成人から町へ記念品の贈呈　⑥町民憲章
の朗読をする新成人

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
込
め
て

一
生
に
一
度
の
晴
れ
姿

平
成
20
年　

長
島
町
成
人
式
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火

永
年
勤
続
団
員
婦
人
（
15
年
）

飯
尾
真
由
美　
　

向
江
ひ
と
み

冷
水
美
智
子　
　

濵
田
た
か
え

放
水
競
技
の
結
果

優　

勝　

指
江
分
団

準
優
勝　

汐
見
分
団

第
３
位　

山
門
野
分
団

　

新
春
の
恒
例
行
事
、
長
島
町
消

防
出
初
め
式
が
１
月
５
日
、
鷹
巣

運
動
場
で
行
わ
れ
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
消
防
団
員
ら
が
集

結
し
ま
し
た
。

　

冷
た
い
風
が
吹
き
抜
け
る
な
か

参
加
し
た
消
防
団
員
た
ち
は
、
号

令
に
合
わ
せ
た
機
敏
な
動
作
や
一

糸
乱
れ
ぬ
規
律
を
行
い
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
続
い
て
消
防
功
労
者
の
表
彰

式
が
あ
り
、
団
員
や
団
員
婦
人
た

ち
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

厳
粛
な
式
典
と
は
一
変
し
て
賑

や
か
に
行
わ
れ
た
の
が
分
団
対
抗

の
放
水
競
技
。
各
分
団
の
代
表
が

合
図
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

か
ら
飛
び
出
し
、
的
目
掛
け
て
放

水
し
て
、
日
章
旗
が
揚
が
る
ま
で

の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
赤
や
青
、
黄
色
の
水
が

大
空
高
く
放
水
さ
れ
、
観
覧
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

放
水
競
技
の
結
果
と
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

防災誓い　　　　消したちが集結

↑町長の観閲を受ける消防団員

↑あおい幼稚園幼年消防クラブも参加↑蔵之元小少年消防クラブによる通常点検

放水競技に挑む団員を虹が励ます

平成 20 年長島町消防出初め式

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
伝
達(

功

績
章)

牧　
　

初
男　
　

門
元　

則
文

下
塩
見　

浩　
　

濵
田　

一
洋

同
（
精
績
章
）

瀧
本　

好
雄　
　

福
山　

清
文

山
口　

英
志　
　

福
山
太
喜
男

県
知
事
表
彰
伝
達
（
勤
続
章
10
年
）

中
川　
　

正　
　

武　

政
人

大
田　
　

貢　
　

橋
元　

健
吾

迫
口　

信
二　
　

築
地　

隆
弘

原　
　

真
一　
　

長
嵜　

雄
一

鶴
長　

伸
也　
　

福
守　

一
浩

西
薗　

文
夫

県
消
防
協
会
出
水
支
部
長
表
彰

（
永
年
勤
続
）

飯
尾　

政
幸　
　

瀧
本　

好
雄

向
江　

喜
幸　
　

冷
水　

周
次

福
山　

清
文　
　

濵
田　

伸
弘

同
（
優
良
団
員
）

中
仮
屋
孝
輝　
　

向
江　

喜
幸

濵
田　

照
幸　
　

瀨
戸
口
博
昭

山
下　

俊
弘　
　

中
薗　

康
彦

宮
内　

博
明　
　

濵
　

哲
郎

池
田　

英
徳　
　

尾
　

伸
也

中
川　
　

正　
　

鶴
長　

孝
司

町
長
表
彰
（
優
良
幹
部
）

永
岡　

久
利　
　

坂
之
下
敏
朗

赤
崎　

隆
幸　
　

川
端　

澄
弘

中
仮
屋
孝
輝　
　

湯
田　

雄
介

濵
田　

照
幸　
　

瀨
戸
口
博
昭

村
上　

晋
也　
　

山
下　

俊
弘

中
薗　

康
彦　
　

宮
内　

博
明

荒
川　

昭
徳　
　

湯
元　

浩
幸

飯
尾　

輝
臣　
　

濵
　

哲
郎

池
田　

英
徳　
　

濵
田　

洋
一

同
（
永
年
勤
続
）

池
田　

英
徳　
　

山
下　

俊
弘

中
薗　

康
彦　
　

宮
内　

博
明

尾
　

伸
也　
　

牧　
　

祐
治

川　

真
一　
　

梅
川　

和
文

町
口　

勇
一　
　

平
田　

淳
造

杉
山　

貴
広　
　

田
原　
　

浩

団
長
表
彰
（
優
良
団
員
）

白
石
謙
志
郎　
　

島　
　

勇
人

出
口　

恵
机　
　

宇
都　

大
蔵

柏
木　

義
郎　
　

池
田　

和
彦

篠
原　

卓
造　
　

濵
田　

俊
文

山
口　

博
之　
　

山
下　

幸
博

松
岡　

和
也　
　

山
　
　

茂

中
村　

一
志　
　

阿
多　

和
徳

宮
脇　
　

豊　
　

登
尾　

智
徳

酒
井　

良
則　
　

岩
下　

一
行

浦
田　

周
二　
　

梅
川　

俊
春

柳　
　

善
文　
　

鳥
越　

崇
司

町
田　

清
浩　
　

増
田　

哲
也

竹
山
幸
一
郎
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③

　
「
２
０
０
８
長
島
健
康
づ
く
り

す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」
が
１
月
19

日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
を
発
着

点
と
す
る
、
す
い
せ
ん
め
ぐ
り

コ
ー
ス
と
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
の

２
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
約
４
５

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

９
時
半
に
ス
タ
ー
ト
し
た
す
い

せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
は
、
国
道
３

８
９
号
を
城
川
内
方
面
へ
南
下

し
、
長
崎
鼻
灯
台
公
園
で
折
り
返

す
12
㌔
コ
ー
ス
。
沿
道
に
は
す
い

せ
ん
の
花
が
満
開
に
咲
き
誇
り
、

灯
台
や
東
シ
ナ
海
が
広
が
る
折
り

返
し
地
点
で
、
参
加
者
は
心
と
体

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し

た
。

　

10
分
後
に
出
発
し
て
、
国
道
３

８
９
号
を
蔵
之
元
方
面
へ
北
上

し
、
小
浜
古
墳
群
や
小
浜
海
水
浴

場
を
巡
る
６
㌔
の
古
墳
め
ぐ
り

コ
ー
ス
は
、
長
島
海
峡
や
天
草
諸

島
な
ど
の
雄
大
な
景
色
を
望
み
な

が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
や
ゴ
ー
ル
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
特

産
の
蒸
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
振

る
舞
い
、
参
加
者
た
ち
は
塩
や
バ

タ
ー
で
味
付
け
し
て
、
お
い
し
そ

う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

ながしまの

絶景と美味を満喫
2008 長島健康づくりすいせんウォーク

①

②

④

①すいせんが満開になった長島路をマ
　イペースでウォーキング
②蒸かしジャガイモをおいしそうに食
　べる参加者
③開会式で行われた歩き方指導
④ボランティアの方々が蒸かしジャガ
　イモを振舞う
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道
路
特
定
財
源
は
、
道
路
の

整
備
と
そ
の
安
定
的
な
財

源
の
確
保
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
受
益
者
負
担
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
自
動
車
利
用
者

の
利
用
に
応
じ
て
道
路
整
備
の
た

め
の
財
源
を
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
財
源
は
、
道
路
の
新
設
は

も
と
よ
り
、
道
路
舗
装
の
ひ
び
割

れ
の
補
修
な
ど
の
維
持
補
修
や
ト

ン
ネ
ル
照
明
な
ど
の
管
理
に
も
充

て
ら
れ
て
お
り
、
安
全
な
道
路
を

利
用
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
譲

与
税
（
国
税
と
し
て
徴
収
し
た
租

税
を
、
地
方
公
共
団
体
に
財
源
と

し
て
譲
与
す
る
も
の
）
と
し
て
地

方
へ
も
配
分
さ
れ
て
お
り
、
道
路

の
た
め
の
財
源
と
し
て
大
き
な
役

割
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
源
が
な
く
な
る
と
、
道

路
整
備
が
大
幅
に
遅
れ
た
り
、
止

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
道
路
財
源
の
安
定
確
保
に
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
で
安

全
な
生
活
環
境
が
保
持
さ
れ
る
の

で
す
。

　

道
路
特
定
財
源
の
税
率
は
、
立

ち
遅
れ
た
道
路
整
備
を
推
進
す
る

た
め
に
、
暫
定
的
に
高
く
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
暫
定
税
率
が
平
成
20
年

春
に
切
れ
る
こ
と
か
ら
、

延
長
す
る
か
ど
う
か
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。
仮
に
暫
定
税
率
が
失

効
す
る
と
、
本
町
に
交
付
さ
れ
る

額
が
５
、３
０
０
万
円
の
減
と
な

り
、
大
幅
な
歳
入
欠
陥
と
な
り
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

税
金
が
少
な
く
な
れ
ば
大
変
助
か

る
の
で
歓
迎
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
、
暫
定
税
率
が
廃
止

さ
れ
る
と
、
町
は
歳
入
減
と
な
り

ま
す
。
財
政
運
営
を
直
撃
し
、
教

育
・
福
祉
と
い
っ
た
他
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
な
ど
、

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
道
路
整
備
臨

時
交
付
金
に
も
影
響
し
ま

す
。
こ
の
交
付
金
は
、
道
路
特
定

財
源
の
一
つ
で
あ
る
、
揮
発
油
税

の
収
入
予
算
額
の
４
分
の
１
を
財

源
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
平
成
19
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
制
度
延
長
が
な
さ
れ
な
け
れ

ば
、
制
度
は
廃
止
と
な
り
、
計
画

的
な
道
路
整
備
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

燃料の使用、車両の保有・取得時の道路特定財源諸税 自動車利用者と道路特定財源負担

自動車利用者

特定財源諸税 道路整備

負担

充当

道路ネットワークの
形成等による走行時
間の短縮・安全性の
向上等の効果

地方道路整備臨時交付金に関する影響

地方道路整備臨時交付金の事業費は

１億３，４００万円（Ｈ 18 年度）

制度延長にならなければ

制度廃止
事業費は０円▲

道路特定財源は
地方に欠かせない貴重な財源
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長島町における暫定税率廃止に伴う影響額

▲５，３００万円（Ｈ18 年度）

自動車取得税交付金
１，５００万円

地方道路譲与税
１，９００万円

自動車重量譲与税
２，６００万円

自動車取得税交付金
２，６００万円

地方道路譲与税
２，３００万円

自動車重量譲与税
６，６００万円

▲４，０００万円

▲４００万円

▲１，１００万円

現在：１１，４００万円

廃止後：６，０００万円

※四捨五入の関係上、各税目和が合計値と一致しない場合があります。

※影響額の算定については、車両区分に関わらずすべての車両に一定の暫定税率が適用されているとして算出しています。

南九州西回り自動車道の整備
が遅れる？止まる？

暫定税率が廃止されると

←南九州西回り自動車道の
　阿久根北ＩＣ完成予想図

県道長島宮之浦港線（鷹巣工区）
　　車の離合が困難な狭い道路を整備すること
　が難しくなり、地域の活性化も図られません。

町内の道路への影響
　暫定税率廃止に伴う道路整備に対する影響は、県全体で 90 億円の減収となります。町内の平成 19 年
度事業は県単独道路整備（交付金）事業３カ所の事業費 3 億 400 万円が制度廃止後は０円になります。

県道葛輪瀬戸線（本浦工区）
　　狭く、急カーブが多い危険な道路の改良を
　推進できなくなるかもしれません。

その他の道路整備
　○国道 389 号の歩道整備
　○平尾浜漉線
　○山門野汐見線
　○萩之牟礼茅屋線
　このほかの事業も縮小や廃止に！？

県道長島宮之浦港線（浦底工区）
　　安全に通学できる歩道を整備することが困
　難になる恐れがあります。
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町
長
動
静　

１
月

４
日　

仕
事
始
め
式
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

長
島
町
成
人
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

５
日　

長
島
町
消
防
出
初
め
式
（
鷹
巣
運
動
場
）

７
日　

県
庁
等
年
始
あ
い
さ
つ
回
り
（
県
内
）

８
日　

新
春
政
経
懇
話
会
（
鹿
児
島
市
）

９
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

12
日　

城
小
っ
子
育
成
支
援
隊
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
祝
賀
会

（
城
川
内
公
民
館
）

13
日　

韓
国
吉
祥
面
親
善
訪
問
団
歓
迎
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

14
日　

韓
国
吉
祥
面
親
善
訪
問
団
視
察
同
行
（
町
内
）

15
日
‐
18
日　

魚
類
販
売
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

19
日　

す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

21
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
長
面
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

国
土
交
通
省
鹿
児
島
港
湾
整
備
事
務
所
長
面
会

（
役
場
指
江
庁
舎
）

22
日　

関
西
な
が
し
ま
会
会
長
面
会
（
長
島
町
役
場
）

23
日　

長
島
町
農
業
委
員
会
総
会
（
役
場
指
江
庁
舎
）

　
　
　

鹿
児
島
県
土
地
改
良
連
合
会
面
会
（
長
島
町
役
場
）

24
日　

出
水
保
護
区
保
護
司
会
研
修
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

25
日　

水
産
業
振
興
対
策
推
進
大
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

26
日　

鹿
児
島
出
水
会
第
42
回
総
会
（
鹿
児
島
市
）

28
日　

長
島
町
観
光
事
業
活
性
化
検
討
委
員
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

北
薩
地
域
振
興
局
長
面
会
（
長
島
町
役
場
）

29
日　

第
２
回
県
医
療
費
適
正
化
計
画
策
定
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

風
吹
き
て
木
の
葉
が
舞
い
散
る
ひ
ら
ひ
ら
と
季
節
の
移
ろ
い
感
じ
ら
れ
た
り　
　

３
年　

内
田　

拓
郎

真し
ん
く
い
ろ

紅
色
永
い
月
日
が
過
ぎ
た
と
き
ポ
ロ
ッ
と
落
ち
る
椿
の
花
か
な　
　
　
　
　
　

３
年　

加
納
千
朱
希

風
が
吹
き
寒
さ
が
し
み
る
冬
の
朝
苦
痛
な
が
ら
も
走
る
二
十
周　
　
　
　
　
　
　

３
年　

増
田　

芹
佳

秋
の
山
木
の
葉
の
色
も
変
わ
り
つ
つ
も
う
す
ぐ
来
る
よ
冬
の
気
配
が　
　
　
　
　

２
年　

永
岡　

幸
太

校
庭
の
砂
ま
き
あ
げ
る
冬
の
風
光
も
乾
き
人
も
減
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

武　

智
洋

あ
た
た
か
い
秋
の
ひ
だ
ま
り
ぽ
か
ぽ
か
と
黄
色
く
染
ま
り
光
る
い
ち
ょ
う
よ　
　

２
年　

切
通　

彩
夏

あ
た
た
か
い
陽
ざ
し
の
下も

と

で
友
人
と
話
す
だ
け
で
も
幸
せ
な
と
き　
　
　
　
　
　

２
年　

小
　

華
子

冬
空
に
寒
く
な
い
の
か
あ
の
鳶
は
上
へ
上
へ
と
勇
ま
し
く
飛
ぶ　
　
　
　
　
　
　

１
年　

日
髙　
　

康

校
庭
の
銀
杏
の
木
は
黄こ

が
ね
い
ろ

金
色
風
に
ゆ
ら
れ
て
葉
が
空
を
舞
う　
　
　
　
　
　
　
　

１
年　

武　

篤
志

空
を
舞
う
鳥
た
ち
が
今
夕
暮
れ
の
太
陽
の
方
に
は
ば
た
い
て
い
っ
た　
　
　
　
　

１
年　

長
山　

貴
香

秋
の
風
吹
か
れ
て
舞
い
散
る
木
の
葉
達
終
わ
り
を
告
げ
て
ま
た
冬
が
来
る　
　
　

１
年　

山
角
茉
莉
花

　

平
尾
中
学
校
（
竹
下
精
一
校
長
＝
44
人
）
は
12
月

13
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
町
民
を

招
き
、「
地
域
の
人
に
学
ぶ
」
と
題
し
た
教
室
を
開
き

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
郷
土
料
理
や
お
茶
の
入
れ
方
、
歴

史
探
訪
、
短
歌
づ
く
り
な
ど
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

興
味
の
あ
る
教
室
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

長
島
短
歌
会
に
所
属
し
て
い
る
松
元
睦
子
さ
ん（
小

浜
）
が
講
師
と
な
っ
た
教
室
で
は
、
短
歌
づ
く
り
に

挑
戦
。
生
徒
た
ち
は
自
然
豊
か
な
「
な
が
し
ま
」
を

短
歌
に
込
め
、
若
々
し
い
感
性
と
伝
え
た
い
心
を
自

由
に
表
現
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
作
成
し
た
短
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

若々しい感性で
ながしまを表現
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

冷
蔵
庫
の
う
え
の
人
生

ア
リ
ス
・
カ
イ
パ
ー
ス  

著

お金持ちは、お札の向きがそろっ
ている

中谷彰宏  著

燃えつきる命の輝きを冷蔵庫のうえのメモがきざむ。時に傷つ
けあい、時に支えあう。少女から大人へと脱皮する娘と、一人
で娘を育ててきた強い母。母の死までの一年をメモだけで綴る。

割
り
勘
で
１
万
円
札
を
出
す
人
は
お
金
持
ち
に
な
れ
な
い
。
お
金

の
話
を
あ
と
ま
わ
し
に
し
な
い
。
お
金
に
必
要
な
こ
と
は
、
感
情

と
知
識
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。
金
運
を
よ
く
す
る
た
め
の
50
の
法
則

を
伝
授
す
る
。

牛
に
や
る
鬼
火
の
笹
の
ひ
と
に
ぎ
り　
　
　

二
階
堂
妙
子

抱
き
上
げ
て
神
の
鈴
ふ
る
お
正
月　
　
　
　

平
山　

勝
子

若
水
や
牛
は
バ
ケ
ツ
の
一
気
呑
み　
　
　
　

筑
前　

初
市

新
茶
注
ぐ
喜
寿
同
窓
の
果
て
な
き
夜　
　
　

平
山　

風
鳥

身
ほ
と
り
の
整
理
も
す
こ
し
去
年
今
年　
　

迫
口　

君
代

初
鏡
に
ら
め
っ
こ
し
て
紅
を
引
く　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

初
日
記
ま
ず
は
叶
わ
ぬ
計
つ
づ
る　
　
　
　

関　

佳
代
美

大
粒
の
霰

あ
ら
れ

降
る
な
か
時
折
り
に

　
　
　

初
日
照
ら
せ
り
眩
し
き
ま
で
に　
　

中
山
タ
マ
エ

舗
装
路
を
ピ
ン
ク
に
埋
め
て
山
茶
花
の

　
　
　

花
弁
を
白
き
霜
の
覆
へ
る　
　
　
　

浜
田
美
代
子

明
日
つ
な
ぐ
何
も
な
け
れ
ど
二
歩
三
歩

　
　

あ
ゆ
み
初め

め
し
と
ふ
曾ひ

ま
ご孫
を
待
た
ん　

浜
畑　

松
枝

南
天
は
難
を
転
ず
と
植
へ
し
亡ち

ち父

　
　
　

実
家
の
庭
に
紅
紅
と
実な

る　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

海
鳴
り
と
風
音
交
じ
る
夜
の
闇
に

　
　
　

途
切
れ
聞
こ
ゆ
る
行
く
船
の
音　
　

本
田　

幸
子

山
々
を
見
下
ろ
す
ご
と
く
聳そ

び

え
立
つ

　
　
　

風
力
発
電
ま
ぶ
し
く
光
る　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

甘
酒
を
ふ
う
ふ
う
冷
ま
す
猫
舌
の

　
　
　

友
と
寛

く
つ
ろ

ぐ
氏
神
祭　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

健
や
か
な
成
長
祈
り
し
二
十
年

　
　
　

晴
れ
着
の
孫
は
朝
光か

げ

に
映
ゆ　
　
　

吉
田　

映
子

「
あ
あ
雪
こ
ん
こ
」
そ
う
知
ら
な
い
ん
だ
も
ん
ね
初
雪
を

　
　
　

見
へ
な
い
と
言
ふ
曾
孫
抱
き
上
ぐ　

岩
下　

ち
江

子
や
孫
に
支
へ
ら
れ
つ
つ
老
二
人

　
　
　

今
年
も
参
り
し
御
正
忌
法
話
に　
　

岩
下　

房
代

上
空
を
雲
の
ゆ
く
ら
し
屈か

が

ま
り
て

　
　
　

草
取
る
畑
の
を
り
を
り
蔭
る　
　
　

岩
冨
八
代
子

鰤ぶ
り

釣
り
の
漁
船
ひ
し
め
く
黒
の
瀬
戸

　
　
　

釣
り
上
ぐ
る
さ
ま
橋
に
見
て
立
つ　

樫
平　

頼
子

温
暖
化
わ
れ
に
も
深
く
染し

む
な
ら
ん

　
　
　

雪
降
り
て
こ
そ
安
ら
ぐ
あ
わ
れ　
　

米
尾　

和
子

短
歌

じ
ゃ
が
作
り
我
す
る
事
に
気
に
い
ら
ぬ

　
　
　

種
入
れ
す
る
に
ま
ま
な
ら
ぬ
な
り　

町
田　

末
則

新
年
に
診
療
受
け
つ
励
ま
さ
れ

　
　
　

帰
り
て
妻
は
涙
し
語
る　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

逝
き
し
子
が
見
た
い
と
言
い
し
天
草
に

　
　
　

入
日
の
今
日
も
あ
か
あ
か
と
燃
ゆ　

喜
久　
　

力

俳
句

　

箱
根
駅
伝

白
息
を
な
び
か
せ
駅
伝
山
下
り　
　
　
　
　

川
添　

行
秋

父
の
日
や
こ
こ
に
手
の
要
る
ま
た
一
人　
　

海　
　

静
海
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平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
平
成
20
年
２
月
18
日

（
金
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告

期
限
は
３
月
17
日
（
月
）
で
す
が
、

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
申
告
書

記
載
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
申
告

デ
ー
タ
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利

用
し
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

手
書
き
等
に
よ
り
作
成
さ
れ

る
場
合
は
「
所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
手
引
き
」
を
参
考
に
記
載

し
て
、
郵
送
等
に
よ
り
な
る
べ
く

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま

た
は
山
林
所
得
の
あ
る
白
色
申
告

の
方
は
、
確
定
申
告
書
に
「
収
支

軽自動車等の異動手続きを！
　長島町に軽自動車（１２５ｃｃ
以下の単車、小型特殊自動車等、
役場にて標識の交付を受けたも
の）を登録している方で、現在、
使用および所有していない場合に
は、３月 31 日（月）までに廃車
の手続きを済ませてください。ま
た、他人に譲渡した場合や所有者
が死亡・転出して、現在の所有者
が違う場合には名義変更の手続き
をしてください。
　４月１日以降に廃車の手続きを
した場合には、その年の軽自動車
税は納めていただかなければなり
ませんので、早めに手続きを済ま
せてください。
【問い合わせ先】
役場税務課
℡０９９６‐８６‐１１１１
内線１１２６
　１２５㏄を越える単車、軽四輪
自動車等の場合には、軽自動車協
会または鹿児島陸運支局で手続き
をしてください。
【問い合わせ先】
鹿児島県軽自動車協会
℡０９９‐２６１‐４０１１
鹿児島陸運支局
℡０５０‐５５４０‐２０８９

内
訳
書
」
を
添
付
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

（
注
）
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と

納
付
の
期
限
は
、３
月
31
日
（
月
）

で
す
。

出
水
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

℡
０
９
９
６
‐
６
２
‐
０
９
０
２

鹿
児
島
税
務
相
談
室

℡
０
９
９
‐
２
５
５
‐
８
１
１
８

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
て
お
早
め
に

　

災
害
時
要
支
援
者
登
録
制
度

は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
（
発

生
し
そ
う
な
と
き
）
に
、
町
と
消

防
機
関
、
福
祉
機
関
お
よ
び
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、
自
分
ま
た
は

家
族
だ
け
で
は
避
難
が
困
難
な
方

を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

町
で
は
、災
害
時
要
援
護
者（
避

難
行
動
に
支
援
が
必
要
な
人
）
を

把
握
し
、
災
害
発
生
時
の
安
否
確

認
等
を
優
先
し
て
行
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
も
特
に
支
援
が
必
要
な

人
に
つ
い
て
、
個
別
で
事
前
に
支

援
方
法
（
移
動
の
方
法
、
非
難
支

援
者
、
必
要
な
支
援
な
ど
）
を
決

め
て
、
町
、
消
防
機
関
、
介
護
専

門
機
関
、
地
域
住
民
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
円
滑
な
避
難
行
動
が
で

き
る
よ
う
「
災
害
時
避
難
行
動
要

支
援
登
録
」
の
受
付
を
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
の
避
難
に
不
安
の
あ

る
人
は
「
避
難
行
動
要
支
援
登
録

申
請
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

各
地
区
の
民
生
委
員

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護
ヘ
ル
パ
ー

役
場
総
務
課

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

登
録
の
対
象
者
は
？

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
ま
た

は
高
齢
者
だ
け
の
世
帯

②
身
体
障
害
者
（
１
級
・
２
級
）

③
要
介
護
認
定
者
（
要
介
護
３

以
上
）

④
療
育
手
帳
交
付
者
（
Ａ
１
・

Ａ
２
）

⑤
特
定
疾
患
難
病
患
者

登
録
の
方
法
は
？

①
民
生
委
員
の
配
布
す
る
申
請

書
で
申
請

②
役
場
総
務
課
へ
電
話
す
る

③
介
護
ヘ
ル
パ
ー
に
伝
え
る

登
録
後
の
対
応
は
？

①
町
で
登
録
を
受
理

②
登
録
者
の
個
別
の
支
援
計
画

を
作
成

③
避
難
行
動
の
支
援
開
始

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
？

　

登
録
さ
れ
た
情
報
は
、
す
べ

て
町
で
管
理
し
ま
す
。
災
害
時

の
避
難
支
援
情
報
以
外
に
は
一

切
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心

く
だ
さ
い

災害時に避難が
困難な人を

支援する仕組み

災害時要支援者登録制度
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観
光
農
園
の

　
　
　

賃
貸
借
者
募
集

 

公
営
住
宅
の

　
　
　
　

入
居
者
募
集

 

予
備
自
衛
官
補

　
　
　
　
　
　

の
募
集

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等

　

乱
用
防
止
強
調
月
間

 

出
水
共
同
高
等
職
業

　

訓
練
校
入
校
者
募
集

 

守
ろ
う  

確
か
め
よ
う

　
　
　

こ
の
最
低
賃
金

　

町
で
は
、
観
光
農
園
を
貸
借
し

て
観
光
客
の
誘
致
等
、
観
光
農
営

事
業
を
行
う
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
観
光
農
園
の
場
所

鷹
巣　

字
松
ケ
平

●
申
込
書

役
場
総
務
課
で
配
布

●
申
込
期
限

平
成
20
年
３
月
10
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
課　

財
産
管
理
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
２
１
８

　

町
で
は
、
田
尻
地
区
に
木
造
平

屋
建
て
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
公
営
住
宅
２

戸
を
建
設
中
で
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期

限
内
に
申
込
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

平
成
20
年
３
月
３
日
〜
14
日

●
手
続
場
所

役
場
建
設
課
・
事
業
推
進
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課　

管
理
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
１
２
１

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
一
般
社

会
人
や
学
生
の
方
を
予
備
自
衛
官

補
と
し
て
採
用
し
、
教
育
訓
練
修

了
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

す
る
制
度
で
す
。

　

一
般
と
技
能
の
公
募
コ
ー
ス
が

あ
り
、
一
般
公
募
で
は
、
採
用
年

齢
に
適
し
た
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
応
募
可
能
で
す
。
技
能
公
募
で

は
、
語
学
や
医
療
技
術
、
整
備
な

ど
の
分
野
に
精
通
し
た
方
が
応
募

で
き
ま
す
。

●
受
付
期
限

平
成
20
年
４
月
14
日
ま
で

●
試
験
日

平
成
20
年
４
月
19
日
〜
21
日
の
い

ず
れ
か
１
日
を
指
定

●
教
育
訓
練
開
始
時
期

平
成
20
年
７
月
以
降

【
募
集
相
談
員
】

稲
津
昭
彦
氏
（
鷹
巣
）

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
０
３
２
０

長
山
久
義
氏
（
平
尾
）

℡
０
９
９
６
‐
８
８
‐
２
７
５
４

　

３
月
11
日
か
ら
４
月
10
日
は
、

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等
乱
用
防
止

強
調
月
間
で
す
。

　

シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用
は
、
身
体

や
精
神
を
む
し
ば
ん
で
い
く
ば
か

り
で
な
く
、
幻
覚
や
知
覚
異
常
を

起
こ
し
、
凶
悪
事
件
が
引
き
起
こ

さ
れ
る
な
ど
社
会
に
与
え
る
影
響

も
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬

物
乱
用
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
保
健
衛
生
課　

環
境
衛
生
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
１
０
７

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
平
成
20
年
度
の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

[

木
造
建
築
科]

訓
練
期
間　

２
年

出
校
日　

年
間
66
日

[

１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
科]

訓
練
期
間　

８
日
間
（
44
時
間
）

出
校
日　

６
〜
７
月
（
予
定
）

[

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
科]

訓
練
期
間　

８
日
間
（
44
時
間
）

出
校
日　

９
〜
10
月
（
予
定
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

℡
０
９
９
６
‐
８
４
‐
２
４
５
１

　

鹿
児
島
労
働
局
で
は
、
本
年
度

も
鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
を
次
の

と
お
り
改
正
決
定
し
ま
し
た
。

●
鹿
児
島
県
最
低
賃
金

・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
１
９
円

●
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス

製
造
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
７
７
円

●
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
５
９
円

●
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
８
１
円

Town_Nagashima  Public  Relations11



まちの話題

しく  力強く舞を披露美 指江保育園が老人ホームを慰問

少年のリーダーを育成
社会教育有志指導者初級研修会

統の灯りを消してはならない伝 城川内でちょうちん行列

　指江保育園は 1月 23 日、養護老人ホーム長生園と
特別養護老人ホームあかね園を慰問し、入所者と交流
を深めました。
　長生園では、園児たちが振袖、柔道着、手づくりの
衣装など趣向をこらした衣服を身にまとい、舞踊やダ
ンスを披露。おてんばさんも美しく、泣き虫さんも力
強く踊り、入所者は手拍子で園児たちを盛りたててい
ました。
　最後に園児全員で「寒い日が続きます。体に気を付
けてください」とあいさつして園をあとにしました。

　1月 27 日、平成 19 年度出水地区社会教育
有志指導者（青年団体指導者・少年団体ジュ
ニア・リーダー）初級研修会が出水市青年の
家で開催され、川床中学校から 9人、平尾
中学校から 5人の計 14 人が参加しました。
　この研修は、団体活動のあり方やリーダー
の役割など、青少年団体における理論・方法・
実技を習得させ、青少年団体の指導者として
の資質向上を図ることを目的としています。
　研修には、各学校の生徒会や地域の子ども
会などのリーダーとして活躍する意欲のある
生徒たちが参加。ジャンケンゲームや危険予
知トレーニングなど、理論や体験でリーダー
のあり方を学び、他市町の生徒たちとの交流
も図られました。

　赤穂義士のあだ討ちにちなみ、厳寒に耐えて目的を
達成する強い精神力を養おうと 1月 21 日、城川内子
ども会育成会（飯尾 男会長）はちょうちん行列を実
施しました。
　参加者はちょうちんとたいまつを手に、太鼓の音を
響かせながら城川内の伊勢神社、古射場、長光寺など
を巡りました。
　この催しは、城川内の伝統行事ですが数年間中止と
なっていました。そこで有志が集り、恒例行事を忘れ
てはならないと、昨年から復活させたものです。

↑他市町の生徒と交流を深め、リーダーのあり方を学ぶ

↓艶やかな衣装で舞踊を披露する園児たち

↑冷たい北風にも負けず実施されたちょうちん行列

青
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

レイショ 180 ㌔を贈る
農業委員会が実証展示ほ場で収穫

域の愛好家の手ほどき受ける地 長島中で三味線教室

南アジアで販売に手ごたえ東 本町産ブリをトップセールス

バ

↑交流会議の参加者に
ブリの試食を進める川
添町長

←現地のデパートでブ
リの販売を依頼する川
添町長ら

　長島町農業委員会は 1月９日、特別養護老人ホー
ム桃源郷と鷹巣学校給食センターにバレイショを贈呈
しました。
　同委員会は同日、防霜対策として設置した実証展示
ほ場でバレイショを収穫。委員会を代表して山迫三郎
委員が桃源郷に 100 ㌔、給食センターに 80 ㌔のとれ
らたてのバレイショを届けました。

　長島中学校は 1月 25 日、地域の人材を活用した授
業を行おうと、地元の和楽器愛好家である岩崎ムツエ
さん（浜漉）、大平由美子さん（指江）を講師に招き、
三味線と琴の音色や基礎的な奏法を学びました。
　初めて三味線や琴に触れる生徒が多く、講師の演奏
に聞き入ったり、手ほどきを受けながら演奏に夢中に
なったりして、楽しんでいる様子でした。

　1月 15 日から 18 日までの４日間、鹿児島
県海外商談会がシンガポールで開催され、川
添健町長は伊藤祐一郎鹿児島県知事、長元信
男東町漁業協同組合代表理事組合長らととも
にトップセールスを行いました。
　16 日は、同市内にある明治屋、伊勢丹、
高島屋などのデパートを訪問し、本町産ブリ
の販売協力を依頼。続いて県知事、県議団、
県内商社 120 人以上が集う鹿児島・シンガ
ポール交流会議に出席し、本町産ブリなどの
県内特産品で試食懇談会が行われました。
　17 日は、同市内にある日本交流センター
で地元商社との直接商談会に挑み、ブリの刺
身や照り焼きが好評で、東南アジアでの販売
に手ごたえを感じました。
　川添町長は、２月中に国内の都市圏でバレ
イショの販売促進も行う予定です。

↓桃源郷で入所者にバレイショをプレゼントする山迫委員

↑三味線の基本奏法を学び、日本的な音色を楽しむ
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御
所
ノ
浦
在
住

田
口　

進
さ
ん
（
70
）

町
で
は
、
不
要
と
な
っ
た
ボ

ー
ト
お
よ
び
カ
ッ
タ
ー
を
一
般
競

争
入
札
で
売
り
払
い
ま
す
。
原
則

と
し
て
、
長
島
町
内
に
居
住
さ
れ

て
い
る
方
お
よ
び
法
人
で
あ
れ
ば

入
札
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

入
札
品

　

ボ
ー
ト
（
１
隻
）

　
　

長
さ
５
・
８
㍍　

幅
１
・
４
㍍

　

カ
ッ
タ
ー
（
２
艇
）

　
　

長
さ
５
・
９
㍍　

幅
０
・
８
㍍

　

松
ケ
平
キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場

入
札
説
明
書
の
交
付

　

入
札
に
関
す
る
説
明
書
（
入
札

書
を
含
む
）
は
、
入
札
品
の
公
開

日
と
入
札
日
に
会
場
で
交
付
し
ま

す
が
、
次
の
場
所
で
も
随
時
交
付

し
ま
す
。

交
付
場
所

　

役
場
総
務
課
・
総
合
管
理
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
水
産
商
工
課　

商
工
観
光
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
３
６
３

入
札
日
時

　

平
成
20
年
３
月
７
日
（
金
）

　

午
前
10
時

入
札
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

青
少
年
研
修
室

入
札
品
の
公
開

　

○
日
時

　
　

平
成
20
年
３
月
３
日
（
月
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　

平
成
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年
３
月
４
日
（
火
）

　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

○
場
所

　町では、主に国道・県道で

結ぶ長島一周を花いっぱいに

する「ぐるっとフラワーロー

ド事業」を行っています。こ

の事業は、長島を一周できる

国道、県道沿いに四季を通じ

て花を咲かせ、長島を訪れる

人や町民の癒しの場にしよう

とするものです。

　現在、沿道の自治公民館等

にお願いして植栽してもらっ

ていますが、それ以外にも植

栽してもらえるボランティア

を募集いたします。植栽は年

間２～３回で、途中で追肥や

除草などをしていただくこと

になります。花の苗や肥料等

は町で準備して事前に配布し

ます。個人や各種団体等どな

たでも構いません。協力して

いただける方や不明なところ

は下記までご連絡ください。

【問い合わせ先】

役場事業推進課　景観係

℡０９９８‐８６‐１１１１

内線１２６６

Ｑ
離
島
の
不
便
な
と
こ
ろ
は

Ａ
病
院
へ
見
舞
い
に
行
っ
た

の
で
す
が
、
い
つ
も
フ
ェ

リ
ー
の
時
間
が
気
に
な
り
ま

す
。
夫
婦
２
人
で
島
外
へ
出

る
と
、
往
復
で
５
千
円
程
度

か
か
り
ま
す
。
時
間
と
経
済

的
な
負
担
が
大
き
い
で
す
。

Ｑ
架
橋
へ
の
思
い
は

Ａ
車
社
会
な
の
で
橋
は
ぜ
ひ

必
要
で
す
。
早
く
架
け
て
も

ら
え
れ
ば
、
そ
れ
に
こ
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伊
唐

島
の
人
た
ち
が
自
由
に
行
き

来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

を
見
て
い
る
の
で
、
な
お
さ

ら
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

ボ
ー
ト
と
カ
ッ
タ
ー
を
売
り
払
い
ま
す

花苗などを植栽する
ボランティアを募集

 わが
ま
ち

の景観づ
く
り

↑売り払われるボートとカッター

一般競争
入札

インタビ
ュー

離島は時間と経済的な負担が大きい

ながしま 14広報





　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
サ
ン

レ
デ
ィ
ー
な
が
し
ま
加
工
組
合

（
赤
瀬
栄
子
代
表
）
は
、
切
り
干

し
大
根
づ
く
り
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
し
た
。
農
林
水
産
処
理
加
工
施

設
前
の
フ
ェ
ン
ス
に
は
、
長
さ
20

㌢
ほ
ど
に
細
か
く
切
ら
れ
た
大
根

が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
ま
し

た
。
切
り
干
し
大
根
が
広
げ
ら
れ

た
風
景
は
、
農
村
の
風
物
詩
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

乾
燥
し
た
北
風
の
吹
く
こ
の
季

節
。
大
根
を
細
か
く
切
り
、
自
然

の
風
で
乾
燥
さ
せ
る
方
式
は
、
気

象
利
用
の
一
つ
で
す
。
大
根
の
切

り
方
に
よ
っ
て
は
「
千
切
り
干

し
」
や
「
上
切
り
干
し
」
な
ど
と

名
前
が
付
け
ら
れ
る
そ
う
で
、
短

時
間
で
乾
か
し
た
も
の
は
白
く
、

干
す
時
間
が
長
か
っ
た
も
の
や
長

期
保
存
し
た
も
の
は
褐
色
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
大
根
の
中
の
ア
ミ

ノ
酸
と
糖
分
が
化
学
変
化
を
起
こ

し
、
褐
色
物
質
を
作
る
た
め
だ
そ

う
で
す
。

冬
の
風
物
詩

↑青空の下、北風に揺れる切り干し大根



日 月 火 水 木 金 土

２００８

お知らせカレンダー
広報ながしま３月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。

【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

  ２/２４   ２/２９ １

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

  ２/２５   ２/２６   ２/２７   ２/２８

３０ ３１

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

■資源ごみ古紙（旧長島）

○飯尾医院 88-5040
○太田歯科クリニック 84-4700

□こがね薬局 64-1132

□さくらんぼ薬局 68-7000

□阿久根薬局 72-1017

●出水総合医療センター 67-1611

●高尾野医療センター 82-0017

■出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●脇本病院 75-2121

●出水総合医療センター 67-1611

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
■リサイクル　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎母子相談
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　　　（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
（長生園）

◎ラッコ [ 育児 ] 教室
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●吉井中央病院 62-3111

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○上野歯科医院 63-2306

□めぐみ薬局 82-5551

□フタヤ薬局 67-5253

□会営薬局阿久根店 72-5060

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎機能訓練
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●内山病院 73-1551

●出水総合医療センター 67-1611

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
（保健福祉センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●吉田耳鼻咽喉科 62-0170

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●上園医院 73-1055

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○スマイル歯科医院 75-3300

□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800

□さかえまち薬局 72-0978

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

■出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎健康相談
◎３歳児歯科検診
◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
■リサイクル　（獅子島）
●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

　　　　　春分の日

■リサイクル
　　　　　（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○金子歯科医院 63-2150

□シバタ薬局 82-0032

□神川薬局支店 72-0102

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
（長生園）

◎ラッコ [ 育児 ] 教室
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

○飯尾医院 88-5040
○橋口歯科医院 73-0508

□かしま薬局 63-3970

□エンジェル薬局 65-7637

□本町薬局 73-3233

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

◎機能訓練
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎獅子島母子健診
（獅子島アイランドセンター）
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 1.6 歳児健診
◎ 2・2.6 歳児歯科検診

（保健センター）
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）
■びん・有害　　（旧東）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

◎乳児健診
（保健センター）

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●楠元内科医院 62-8600

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

●３月 20日は春分の日です。
　春分の日は、「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを趣旨としています。

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

祝日には、国旗を掲げましょう！

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

○鷹巣診療所 86-0054
○つばさ歯科医院 62-8519

□さくら薬局 63-7700

□しもずる薬局 64-2211

□神川薬局本店 72-0170

□長島調剤薬局 64-5555

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

■キッズクリニック 63-7707

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611


